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Bula 
Fiji！

１８－１ 沢登祐子

１．フィジーが好きになれそう。

２．活動が始まって。

（１）配属先
・受入省庁名：Ministry of Education(教育省）
・配属先名：Suva Primary School
・所在地：首都スバ
・事業内容：もとは政府運営、現在はPTA運営

オーストラリアのカリキュラム※英語の少人数教育
予算 １５１０６８F＄（約１１３３万円）
児童数 約３３０名(１年生から８年生まで,各学年１学級）

教職員数 １８名
教員８名、学校採用教員２名、事務員２名

管理人１名、ライブラリアン１名、キャンティーン３名、

JOCV1名

（２）要請理由

①子どもたちに質の高い情操教育を提供する。

②その教授法を同僚教師に伝える。

・具体的業務内容

１年生から８年生の児童に対し、年 年 児童 対 、

体育、音楽、図工の授業を担当する。

可能であれば、日本文化の紹介も。

• 2006年・2007年
1週間に24コマ(1学年体育・図工・音楽×８）

担任を授業にまき込むことの難しさ

図工の作品・授業風景
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２００８年（１月～３月）
・月から木曜日までに24コマ

・金曜日はスバ近郊の小学校を巡回指導

・次にPEMACを担当する教員に技術移転

３．他のJOCVと協力して

・ART展（２００６年、２００７年）

・ワークショップ

・ART Book

4.カルチャーショックいろいろ

ケレケレ カバ；校長先生もゴロゴロ

打ち合わせは食べながら

「結婚してる？」

５．日本に戻ってきてから

・国際理解協力の難しさ。

・それでも進めていくことの大切さ。

Vinaka Vakalevu


